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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 第３回安濃地区地域審議会 

２．開催日時 平成２８年３月８日（火） 

午後１時３０分から午後３時００分 

３．開催場所 津市安濃総合支所２階 第１・２会議室 

４．出席した者の氏名 （安濃地区地域審議会委員） 

石見隆浩 倉田則文 小菅浩義 小林和彦 篠原百利 村主正博 

中村武 中山孝子 平井秀次 前田茂 松田勝子  

（事務局） 

安濃総合支所長 尾市厚子  

副総合支所長兼地域振興課長 後藤章  

安濃教育事務所長 松永桂一 

地域支援員 野田重實  

地域振興課調整・担当主幹 佐野敬司  

地域振興課主査 今井道子 

５ 内容 １ 審議事項 

（１）まちづくりについての意見交換 

（２）その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴人の数 ０人 

８ 担当 津市安濃総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２６８－５５１１ 

Ｅ-mail  268-5511@city.tsu.lg.jp 

 

 議事の内容  下記のとおり 

地域振興課長 

 

 

石見会長 

 

 

 

 

 

 

 

失礼します。それでは時間でございますので、平成２７年度第３回安濃

地区地域審議会を開会させていただきます。それでは、開会にあたりまし

て、会長から一言ごあいさつをお願いいたします。 

皆さん、こんにちは。今日はあったかい早春の日差しが入ってきました。

ところが先日からもあれですけども、と思とると、また寒い日が来たりし

ますので、非常に気温の変動が激しいし、今日の新聞では村主小学校の２

年生の学年閉鎖をしとるというぐらい、ちょいちょいもちろん他のところ

もたくさん休んどるようです。風邪が流行っておるようです。そんだけ気

候の変調になかなか順応できにくいというふうなことかと思います。ただ

まあ、間もなく草生の天神さんが２５日にあるわけですけども、それまで

来るまでは、あったかいなあと言うとっても必ず寒い日が何回かおこると
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地域振興課長 

 

総合支所長 

思います。その天神さんがすまないことには、春は安濃町には、この経ヶ

峰のすそ野にはやってこないと言うのを私子どものころから言われとるあ

れなんですけど、その通りだと思ってます。今もちょっと話が、最後の今

日は審議会になろうかと思います。何かにつけて色々お世話かけましたが、

合併して１０年、この会ができてもちょうど１０年経ったんだと思います

けども、そんなんで非常にこう１つの区切り、大きな区切りになろうかと

思います。ふと、今日出させてもらう時にあいさつせんならんがなあと思

いながら、子どもの時から考えながら、私は昭和１３年の生まれなんです

けども、小学校へ入った時に、終戦という大きな社会の変化がありました。

それから中学校へ入る頃に、町村合併で草生村から協和村に合併で変わり

ました。それから何年か経って安濃町になったわけですけども、それから

自分自身が教員になって、あちこちこう回らせてもうとって、６０才で最

後の教員生活終わって、安濃町の地区の色々の史跡というか、古い遺跡と

か史跡なんかをご案内する草陰というグループの中へ入れてもうて、ちょ

っとこう安濃町を教えてもらいました。そうすると、安濃町というところ

は、今も言いましたように私が生まれてから７７年経つわけですけども、

その間に色々な変化がありましたけども、何年かさらに昔をたどってみる

と、早い時期からこの安濃町というのは、色んな史跡、例えば明合古墳の

ような大きな古墳があるぐらいの人たちが活動するぐらいの大きな地域で

あったり、それから古墳だけでも、長谷山のすそ野とか経ヶ峰のすそ野な

んかでもたくさんあるということを考えてみると、この辺は非常にこう人

が住みよい、生活のしやすい地域だったと思います。私はそこへ生まれさ

せてもうて７７年経つわけですけども、穏やかな土地で非常にこうゆった

りとした、経済的やそんなんにはあんまりゆったりしとらんけども、自分

の心の中ではゆったりした生活を送らせてもらいました。合併してこの仕

事につかせてもうて、ちょうど１つの区切りで１０年という区切りで今日

こうやってご挨拶させてもらうということは、ある意味では、自分の趣旨

は区切りがついたんやないかというふうに思います。また後さらに何年か

は、まだもうちょっと、もうよたよたはしてますけども、あちこちふらふ

らふらふらすんのはあれですので、しながら安濃町で色んな生活をさせて

もらいたいと思います。また最後の時にもご挨拶させてもらいたいと思い

ますけども、安濃町が非常にこうさらに発展することを祈念しまして、初

めの挨拶にさせてもらいます。 

ありがとうございました。続きまして安濃総合支所長尾市からご挨拶申

し上げます。 

どうも皆様、こんにちは。本日は公私何かとお忙しい中をご出席いただ
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地域振興課長 

 

 

 

 

きまして、ありがとうございます。今日はですね、東観中学校の卒業式と

いうことで、本当にあったかくて、旅立ちにふさわしい日であって良かっ

たなと思います。卒業生は今年は１００名ということで、去年は１３０人

ぐらいというのをお聞きしてたんですけど、来年は１００人をきるそうな

んです、このまま増えなければ。このまましばらくそういう状態が続くの

かなあという感じがしましたけど、私も卒業式は娘の卒業式以来ですので、

１２年ぶりぐらいだったんですけども、やっぱりその頃と変わらず、みん

な落ち着いた感じの厳かな卒業式で、３年間の思い出に涙したり、友達の

別れに涙したりと、本当に感動をいただいた卒業式でありました。また、

ささっては、東日本大震災から丸５年ということでですね、あちらの方に

とってはもう５年なのか、まだ５年なのか、被害に遭われた方にとっては、

大変つらい５年間を過ごされて、また復興もなかなか進んでいないという

ことで、これからも色々とご苦労をいただくんだと思っております。私た

ちも過去のこととして捉えるのではなくって、いつ起こってもおかしくな

いような地震もありますので、例えば、この辺は津波の心配はないと思い

ますけども、どれだけ家屋が倒壊するのかなとか、ライフラインはどうな

るのかなとか、地滑りの心配もあるんじゃないかなとかいうことで色々考

えられますが、あの震災以後、想定外という言葉をよく耳にすると思いま

す。本当にこの先想定外のことは、どのように起きるかっていうのが、わ

からないって言われてますので、その時のために防災減災に真剣に取り組

んでいかなければいけないなと思っておりますし、地域でいかに助けあっ

ていくか、それも重要だと思っております。時期的に大震災の話が出てし

まって申し訳ないんですけど、委員の皆様には、この地域のために２年間、

もっとそれ以上、色々とこの地域審議会でご審議いただき本当にありがと

うございました。地域に対する熱い思いが皆様同じだと思いますし、この

安濃町が、津市が、安全で平和で未来の子どもたちに自信を持って引き継

げるように、私たちも頑張っていきたいと思います。前回の会議の時に最

後と申し上げましたけれど、今日が本当に最後の審議会ということで、今

日は自由に意見交換という形でお願いしたいと思っております。最後にな

りましたけれど、委員皆様の今後のご活躍とご健勝をお祈り申し上げまし

て、挨拶とさせていただきます。失礼いたします。 

本日は中川委員と長坂委員から、欠席の旨ご連絡をいただいております

ので、ご報告いたします。藤川委員がまだお越しいただいておりませんけ

れども、本日の出席委員は１１名で、過半数を超えておりますので、協議

第９条第４項の規定により会議が成立いたしておりますことをご報告させ

ていただきます。それでは規定により会長が議長を務めていただきますの
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石見議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平井委員 

石見議長 

平井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石見議長 

 

 

で、会議の進行をよろしくお願いいたします。では、石見会長よろしくお

願いします。 

では、議長を務めさせていただきます。よろしくお願いします。会議の

円滑な進行のために皆さんのご意見、積極的なご意見をお願いいたしたい

と思います。ご協力よろしくお願いいたします。この会議録の署名を指名

させていただきたいと思います。津市地域審議会運営規則第５条第２項の

規定によりまして、議長において指名させていただいて、お願いするとい

うことになっております。本日は篠原委員さんと中村委員さんにお願いす

るということでお願いしたいと思います。それでは、一番初めの事項書の

（１）番、まちづくりについての意見交換という形で入らせてもらいます。

委員の皆さんには、今日は先ほども出ましたけど、最後の審議会というこ

とになりますので、今までの特にこう１０年間を振り返りながら、合併し

てからの１０年間を振り返りながら、またこの２年間を振り返りながら、

色々なご意見をいただければと思います。どうぞご自由にご発言いただけ

ればなと思います。議事録を作っておりますので、その関係でマイクも入

ってますけども、恐れ入ります発言の前にお名前をおっしゃっていただい

て発言をいただければと思いますので、どうぞよろしくお願いします。今

回の場合は特に何からというわけではないので、普段から思ってみえるこ

と、どうぞご自由にご意見をいただくという形でいただければと思います。

そうなると幅が広すぎてあれかと思いますけども、どなたか誰かきっかけ

を作っていただけるとありがたいんですけども。 

はい、議長。 

はい、どうぞ。平井さん。 

支所長の挨拶にもありましたように、中学校の卒業生が１００人、来年

は１００人をきるというふうな話で、少子高齢化の中で、幼稚園、小学校、

ますます数が減っていくことと思います。それで草生幼稚園なんですけれ

ども、数が減ってく中で、明合幼稚園との合同保育で２年ですか。これぐ

らい経過しておると思います。もう休園というふうな話も聞いておりまし

て、ゆくゆくは廃園になるんかなというふうなことも聞いておりますけれ

ども、草生幼稚園の現状をお聞かせ願いまして、廃園となった場合には、

当然園舎というのは必要なくなると思いますので、園舎の利用をどのよう

にどんな形で進めていくのか、何か考えがあればお聞かせ願いたいと思い

ます。 

今、平井さんの方からこれ一つの少子化ということもあるでしょうけど

も、私１０年前までは教育委員会におらしてもうて、こんなことになると

ちょっと想像もつかなかったですけども、今現在、現実としてはそういう
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教育事務所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石見議長 

 

 

教育事務所長 

 

 

 

 

石見議長 

 

教育事務所長 

石見議長 

教育事務所長 

石見議長 

教育事務所長 

ふうな状態になってきておりますので。行政の方で、そういうふうなこと

について話題がありましたらどうぞ。 

失礼します。安濃教育事務所長の松永と申します。よろしくお願いしま

す。今の現状というか、草生幼稚園の園児の数なんですけど、２５年ぐら

いから、２５年については１７人、３歳児、４歳児、５歳児も含めまして、

みんなで１７人、２６年が１４人、今年ですね、１２人ということで、２

７年度はそういうことで、明合幼稚園と合同で、保育を行ったわけですけ

ども、今後ですね、今年やったということで、保護者の方々も草生の幼稚

園児と明合の幼稚園児と一緒に過ごしたということはですね、たくさん増

えたもんで、大変効果があったと評価されております。それで、在園児、

今度ですね、２８年度に向けて、在園児と引き続き明合幼稚園の方でです

ね、教育を希望してみえるということでですね、入園児とか在園児の保護

者の方々とも協議の上、今後、適正規模な集団の環境を確保していくよう

にしますけども、引き続き明合幼稚園の方で、来年度も、２８年度も一緒

に保育を行うということで進めておりますことから、当然のことながら、

草生幼稚園の方は、今のところは休園という形で廃園という形、まだ考え

ておりませんけども、当然休園という形でなっております。今後のことな

んですけど、色々と地域から子育て支援センターとかそういう活用もです

ね、要望されておることから、休園中の園舎の活用も、色々他の意見も出

ておりますので、関係部局等々ですね、慎重に検討を進めてまいりたいと

思いますので、今のところそういうことでございます。 

就学前の子どもたちの様子、特に安濃町内の様子なんかも合わせて、だ

いたいの人数等もわかっておれば。安濃町内の４つの幼稚園さん、保育園

さん、だいたいの人数がわかっておれば。 

幼稚園で申し訳ないんですけど、２７年度の幼稚園の園児なんですけど、

今言うた草生幼稚園は３歳児、４歳児、５歳児含めて１２名です。村主幼

稚園は３８人、安濃幼稚園は７６人、明合幼稚園が２４名ということで、

２７年度はそういうことでありました。明合幼稚園と草生幼稚園と合わせ

てますので３６名ということになります。 

あと、保育園行っとる子どもたちもおって入ってくる、入学してくる子

どもたちはだいたい今までと横並びのような人数でしょうか、新１年生の。 

保育園の方はちょっと把握がしてないので申し訳ないんですけど。 

新１年生は。 

今度入ってくる数はちょっと把握してません。申し訳ありません。 

小学校でそれぞれの学級で複式になるような状況っていうのは。 

小学校でですね、今のところ安濃管内では複式になるようなことはまだ
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石見議長 

教育事務所長 

石見議長 

教育事務所長 

石見議長 

教育事務所長 

石見議長 

 

教育事務所長 

石見議長 

教育事務所長 

石見議長 

 

小林副会長 

石見議長 

小林副会長 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林副会長 

石見議長 

小林副会長 

ないんです。 

複式っていうか、ごめんなさい。合併。 

合併っていうこと。１学級がですよ。 

例えば１、２年で合併するとか。 

まだそこまではありません。 

ないんですね。 

ありません。 

安濃小学校は逆に２つに分かれるぐらいの、かもしれませんね。あそこ

はいつも多いので。 

安濃小学校は今、そうですね、今現在の１年生は２クラスですね。 

２クラスやな。 

申し訳ないです、新入生、申し訳ない、把握してないと思います。 

他に。特に今たまたま子どもたちのことが話題になってますけど、そん

なことに関してありましたら。よろしいですか。 

ちょっと、一つ。 

はい、どうぞ。 

徐々に過疎化が進み、少子化が進みということで、町内の人口も減少し

つつあると思うんですね。これが今後、この傾向がさらに続いていくとす

れば、安濃町の人口がどんどんどんどん減っていくと、人口が減るという

ことは、町の勢い、町勢がですね、やっぱりなくなっていってしまうとい

うことにつながると思うんですね。その辺の見通しと言いますか、あるい

は人口減少に対する何らかの歯止めなり、何らかの方策なり、その辺につ

いては支所としては何かお考えをお持ちでしょうか。あれば、なければも

う結構ですけれども、あれば聞かせていただけるとと思います。 

今、市役所といたしまして、まち・ひと・しごとということがございま

して、前回に人口が減るっていうことで、説明を一度さしあげたことがあ

ると思うんですけれども、市全体としてどうしても、日本中が減ってくと

同時に同じように津市の方も人口は減少していくということになってきま

す。ただ、色んな方策をすることによって、その減少の速度をちょっとで

も緩めていこうということで、色んな方策を考えておりまして、例えば産

業を立地をして移住人口を増やしたりとか、あと出会いや結婚を高めてい

くとか、そういうことで色んな事業は考えております。特に支所としてこ

れをやっていくということはございません。 

じゃあ、もうひとつ。 

はい、どうぞ。 

続けて。それの続きみたいなものですけれども、結局新市になったとこ
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石見議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろでですね、非常に中山間部が多くありますね。旧の一志郡にしても、旧

の安芸郡にしても。久居市にしてもそうですが。そうしていくと、特に人

口は集中してる、旧の津市なんかはまあ、必ずしも言い切れない部分はあ

るかわかりませんが、中山間部の方の人口減少がですね、非常に激しくな

ってきてる。先年、宇気郷地域に行ってきたんですが、宇気郷は現在中学

生が一人、その時一人とか言いましたね。宇気郷中学校っていうのがあっ

た時代は、そこで単独で中学校があったのに、現在１人、嬉野中学校に車

で通ってる、市の車で通ってる、そういう状況になってきている、つまり

人口は、中山間部の人口は非常に減っていく、減少していく、これは安濃

町の中でもやっぱりそう言えると思うんですが、そうしていくと中山間部

の人口は減っていった場合に、今獣害とかあるいは農業の部分が、中山間

部の農業はどんどんどん減っていく、農業は衰退していく、それからおま

けに人口も減っていく、力がどんどんどんどんなくなっていってしまう。

中山間部がなくなっていくことは、それだけ平野部にも影響が出てくると

いうことだと思うんですね。その辺をやっぱり今、課長おっしゃられたよ

うに出会いの場を作るとかですね、産業を振興をするとかというふうにお

っしゃられたんですが、中山間部も含めながら中山間部も元気になるよう

に考えながら、その辺を早いうちに実施して、できるだけ流出を防ぐ、そ

してしかも流入をするような方策を立てていかないことには、どんどんど

んどん廃れていってしまう。中山間部が廃れたら平野部もやっぱり廃れて

いくという考え方で進めていかないことには、私あかんと思うんですね。

もう２０年ほどすると、地球上の人口の６０％が都市に集中するという、

言われている時代ですから、特にそうしていかないことには、中山間部や

平野部の農業を基盤とした産業をしっかり考えていかないことには、食糧

不足も含めて、大変な事態が起こってくる、そういうグローバルな感覚で

物を見ていっていただけるとありがたいなと、こんなふう思いますので、

またよろしくお願いしたいと思います。 

子どもたちの推移もやけども、人口の推移について、今話題になってま

すけども、みなさんのご意見、また感想をいかがでしょう。ちょうどこの

辺は津のある意味では、津市やとか四日市、中には名古屋までの通勤距離

になるんやないかと思って、そういうふうな意味でも、住宅地としての役

割も安濃町、なしとる部分もあるかと思うんですけども、それ以外に今話

題になっとる、農山村部としての大きな力があるわけですので、そういう

ふうなこと考えると、我々が生活する上で、非常に貴重な大事な基盤を安

濃町は担ってもらってるわけだと思いますので、そういうふうな意味で、

あんまり人口減ってってもらうのは困るというふうに思ったりもするわけ
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石見議長 

 

 

 

 

ですけども。はい、どうぞ。 

今もおっしゃられたんですが、私はこの安濃町はですね、実際には、私

が思っとんのは、行く行くは、農業地やなしに、地震とか何かが起きた時

に、津市というのはですね、沿岸部っていうのは、だいぶやられると思う

んですね。そういう中では、そういう方たちが反対にこちらの方へ進出し

てくると思う。というような時代が来るんやないかと、ずっと近鉄沿線を

考えても四日市、松阪でも何でも、全部西が今まで発展してなかったんが、

全部その駅をして西へ発展してきとるわけですね。それが津市っていうの

は、安濃町とそれが分かれておった関係で、こちらへの人口流入がなかっ

たと。合併してみて、そういう形でなってきた中で、行く行く大地震とか

そういう関係のあれで、沿岸部が非常に弱いぞということになってきた時

には、やはり安濃町っていうのは、そういう受け皿になる地域やなかろう

かと。私が思うのは、今農業、農業、皆さんやっておられますけども、こ

れ個人関係でやっておられて、効率も悪いし、そういう関係で非常に悪く

なってきとる。反対に、安濃町はそういうところはですね、全部農業地域

のあれですか、関係で規制がされてますけども、そういうものをとっぱら

って、もう少し人をね、受け入れて、非常に安濃町っていうのは、山間部

はあれですけども、平地に関してはですね、非常に豊かな土地であり、安

心できる土地、こういう形であると思うんですね。ですから、僕は安濃町

っていうのは、皆さん、こちらへ来てくださいよというふうな形で、反対

に進めていった方のがいいんやないかと。安濃町っていうのはどんどんど

んどん発展もしてきますし、それと農業に関しては、皆さんそういうふう

で、小林さんなり、皆さんおっしゃっておられますけども、ずーっとおっ

しゃっておられて何もなされてない。これはもうやっぱりずーっとそうい

うことで、おっしゃっておられるけども、手がつけられる状態やないわけ

ですね。そしたらもう反対に、できたら私が皆さんに提言したいのは、や

っぱり農業っていうのは、もっと集約化をして効率を上げるような形の政

策を作っていただいて、安濃町でもそういう関係で発展していくと。あと

は今の形で、安濃町のそれなりの形で、どんどんどんどんまた人が来てい

ただいて発展する地域にしていけるような形に、市の方、考えていただい

たらいいんじゃないかな。 

これからの安濃町、今の安濃町も含めてですけども、姿を今までの農山

村部の安濃町から、もうちょっと幅広い人口層が増えるような、そういう

ふうなことを考えながら進めていってもらったらというふうな。これは、

ごめんなさい、これは皆さんで、そういう意見が出てくれば、行政も議会

の方も動いてくれたりもすると思いますので。どうぞ。ごめんなさい。 
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村主委員 

皆さんの周辺はどうかわからないんですけど、とりあえず私の周辺で感

じたことを言わせていただきます。僕らの周辺の若い人たちが、安濃町で

働く場所がないということで、四日市とか鈴鹿の方へ出て行かれるわけで

すね。若い子らが年とって、お嫁さんをもらう時期になると、安濃町から

通うのはえらいからこっちの方で家を買うということで、そこで住まれる

方がほとんどなんですわ。ということで、四日市とか鈴鹿で住まれると、

子どもができてもそちらの方になって、そういうことから僕らの地域でも、

ほとんど子ども、今年１名いるだけですわ、小学生。来年０ということで、

もうおじいちゃん、おばあちゃんばっかになってきて、はっきり言うて区

の行事もろくにできなくなってくると、そういう状態になってます。とい

うことで、僕は安濃町に色んな工業団地なんかで、会社もあるし、僕も今

まだ働いてますけど、もっと働く、働きよい魅力的な産業、そういうのが

あったらええなあというのが一つと、ようテレビなんかでやってますけど、

豊かな緑の安濃町ですので、よそからの転入者、それを入れるためにもっ

と町の方でアピールしていただいて、どんどん人を入れてく、それしかな

いんちゃうかなと、自分では今考えてます。以上です。 

良き安濃町をピーアールしてくれという、他に。 

今面白い話で、安濃町が好きになっとる人がおんのかおらんのか。ふる

さと納税ってありますやんか。安濃町へさ、ふるさと納税てする人があり

ますん？ 

津市にっていう形で。 

ああ津市、ああそうか、安濃町がないんやなあ、わからんのや。 

そうですね。県外、津市外で活躍されてみえる方が津市にっていう形で。 

津市でもあるやろか。 

安濃町っていうのはちょっと把握が、申し訳ないです、してないんです。 

今もあって、緑もあり、だいたいどこでも、うたい文句がね、緑があり

山があり、おいしい魚があるとかね、海があると。うたい文句みんな一緒

なんな。どこでも一緒やんかと。聞くと、ふるさと納税って本当にいい物

がもらえるでしとるんかわからんけども、それだけでもちょっとな、そこ

の町に興味があるっていうのがだいたいわかるもんで。津市なんてないん

とちゃうかな。 

いや、かなりあるらしいですけどな。発表してありましたに。せやけど、

津市はもらえる物があんまり魅力がないもんで、せやで、もっと津市もね、

やはりふるさと納税を募集するんであれば、もっと魅力がある物をせんと、

これもうちょっと、なんか津市はだいぶ魅力がないらしいですよ。 

津市も合併して、山から海まで、隣は奈良県やもんね。よう聞かれんの
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は、三重県の津市や、遠いとこの人にね、あんたどこやちゅうと、津市や、

津市はわかっとんのね。せやけど何があんのやと、あんまり知らんなあと、

名物とかうまいもんとか、今何か緑があるやんか、何か出てきそうなもん

やけどなかったですわな。その通りで、何にも津で名物って何もないよな

あ。誇れるもんが、農産物でも、魚介類でも。あんまり海の生産物でもあ

んまり言わない、人が。津の方で何があんの。考えても出てこん。日本に

誇れるもんが。世界に誇れるもんは当然ないわね。日本に誇れるもん。何

かあるかなと考えたんやけど。いやいや、三重県のコシヒカリうまいぞっ

て、どこでも米作っとって一緒の味、炊き方次第で。何があるんかなあと。

人口を守らなあかんとか、学校守って、子どもらはそこで、教育してかな

あかんとか、どこでもだいたいそんな問題はあるんやね、一緒の問題が。

企業を誘致して町内で働いてもらう。でも今さら、遠いとこへ働きに行っ

とって、嫁さんもうて子どもできると、だいたい帰ってこん人おる。だい

たい村主でもそういう人がありますでね。東京や神奈川やって遠いとこ行

ったら帰ってこんわね。定年になってやめたらっていうのもあるけど、定

年になってからでも、だいたい再任用かなんかでつこてもらえるし、もっ

といいのがあるわね、仕事もね。勤め先が。こんないなかへ来て何をすん

のと、何にもないもんでね。そこら辺の受け皿っていうか、そういう人に

何かできるかって、そういうことも考えとかなあかんだね。みんなでよっ

てたかってわいわい楽しくやろにと、そうなると、ボランティアになるか

もしれんけど、ある程度はあれやわなあ。金もうけがみんな頭にあるもん

で、やっぱりここら辺におるよりは、向こうにもうずっとおった方がええ

わとなってくるんやね。新聞でも見ますと、関東、東京一極集中。周辺が。

三重県でもちょと減ってますわな。そんなんがどんどん続いてくんやない

かなあと、昔はずーっと時代さかのぼると、江戸時代なんかはこの幕府が

あって、各藩があって、日本中に。遺風っていうて、色々大名が行き来さ

せてましたやろ。ああいう制度が一番いいんやな。今東京から外へ出そう

っていう人がおらんわね。各省庁を出そかって、今検討しとるぐらいで、

どうでもええのはみんな外へ出す。肝心なやつはみんな東京やもんね。外

務省や財務省や、東京絶対離さへんわな。三重県へ外務省が来るて、まず

ないと思う。財務省が来るてこともないと思う。せめて財務局やそんなと

こだけで。こう思いますけど。別に安濃町の発展に寄与するような発言で

はないんやけど、もっと身近なこと言うと、この４月から中学生やなんか

が通る通り道の除草ね、除草とか木が生い茂ってきとる。ああいうとこは、

早め早めにちょっと伐採をかけてった方がええんやないかなと思います

わ。中学校って、あの学校行くルートって決まってますんか。好きなとこ
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通っていけますんか。 

通学路って決まってます。 

在所の中でもなってるんやね、通学路に。たまに声をかけられるもんで。 

教育がいいなと思って。こういう通学路の草ね、特にそこの安濃橋からこ

の通り、縁石があって歩道があって、一段高いの、歩道が。そこをみんな

だいたい自転車で通学するんやけど、そこら辺草がね、生えてくる。こん

なに伸びてもほったらかして、どうなっとんのやと思てね。やっぱりこん

なもの、地元がせなあかんのかなあと思て、思たりもするんやけど、それ

から木が生い茂っとるとこ、それから標識やカーブミラーやら、あとはい

らんような看板ね。ここでは遊んではいけませんとか、色んな看板あるん

やけど、そんな看板がね、あとの維持がされてない。ぐらぐらとか、とん

でったりとかね、倒れてくとか。そんなんまで、何か回ってもうとんのか

な、中老会とか何か、回っとんのかな、あれ。たまにカーブミラー磨いて

やけどな。みんな作ったら、作ったきりで、あとのメンテナンスやられて

ない。 

特に今通学路の話が出たけども、特に学校関係の方で校長会やそんなと

ころで、機会があったら各学校の通学路点検をしていただくことと、子ど

もの安全に特に配慮いただくようなこと、行政の方からもちょっとお願い

していただいたらと思いますけど。 

点検は大事やと思う。 

それはやってもうとるはずですわ。自治会でも。自治会の時に参加した

時に。僕が気になったんは、市道はある程度、形されとんのやけど、県道

がほっとかれとる。これは県道がやっぱり市の方は、県の方へ言えんから、

そういう形でされとるんやけども、やっぱりこれは支所から県道に対して

ですな、もう少し通学路、かなり県道は草が生えっぱなしとるのがものす

ごく多いんですわ。これはやっぱり支所の方から要望してもうて、県にも

う少し定期的に除草してもらうと、これやってほしいですな。 

県道につきましては、それぞれ色んなところから要望、自治会さんとか

もいただいてますので、一応北工事事務所を通じてとか、津市の事業調整

室から県に要望してもらったりとか、うちの方の担当の方で、直接県に要

望したりっていうこともしてますので、全く要望してないわけではないん

ですけど、なかなか追いついていかないというか。 

要望はしてもうとんのやけど、確認してもうてませんな。 

ああ、確認ですか。 

要望だけ出すだけで。やっぱりやってくださいよとお願いした以上は、

いつやってもらいましたかとか、そこら辺の確認もやっぱりとってもらわ
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んと、要望だけではいかんわけですよ。いつやってくれますかとか、そこ

ら辺、要望できちっと出してもらわないと。で、やっぱりやってもらった

ら報告くださいと、そこら辺支所の僕は仕事やと。 

そうですね。 

色々ありがとうございます。今、子どもたちのこと、それから通学路の

こと等、子どもたちの話が中心になってきてましたけど、他にこう自分た

ちの生活幅広く見ていただいて、感じてみえることありましたら。 

それとすみません。私今回この審議会委員をさせていただいて、感想と

いうことで、出させていただいたんですが、そこで出させていただいたこ

となんですが、実は私正直言いまして、この５年ぐらい前までは、自分が

仕事の関係もあり、全然町政とか、行政とか、そういうこと無関心。うま

いことできとると思とるだけで、そういうふうでさせていただいたんです

が、自治会の役員を仰せつかりまして、初めて仕事をさせていただいたら、

あれっと。こんなに安濃町が良かったんは、自治会の役員さん、ボランテ

ィアの皆さん、民生委員の皆さん、学校関係の教育関係の皆さん、それと

総合支所の皆さん、この皆さんの非常にご努力、何やかあってこういうふ

うにできとると、初めて気が付かさせていただいた、それ何か言うとまる

っきり無関心やと、それがそれをさせていただいて、わっ、こんなに形で

できておったんやなと、そういう中でそれをさせていただいたら、たくさ

んのこういう素晴らしい方、ボランティア精神でやっておられる方がたく

さんおられる。そういう人にお会いして、何やか話を聞かせていただいて、

私も非常に人生勉強させていただいて、本当に感謝しております。そうい

う中で気が付いたことは、今まで自分がそういうこと全然入ってないから、

まるっきり無関心で、こういうことに関しては、もう少しみんながそうい

うこと参加することによって、こういう形で自分たち覚えて行って、こう

いうこと、そしたら自分たちもこうやってせないかんと言う感じが私とし

ては感じた。そういうことで、この審議会も出させていただいたんですが、

審議会で出させていただいたら雰囲気としては、市長の提言でこういうふ

うにして、審議会出てきたら、市が出したやつを検討してくださいという

ふうな感じで、チェックのような感じで、この審議会が進められておった

と。ですけども、その中で会合の中で、皆さんから意見がたくさん出てき

たと。やっぱりそやでこういうものに関しては、審議会はそういうことは

非常に良かったんじゃないかなと。ですが、この審議会もこの１０年でち

ょうど終わりという形で聞いたんですが、やはりこういう審議会というも

のは、まちづくりというのは、もうこれで終わるんやなしに、できたらや

はりもっとこれは継続していって、こういう意見を交わし合って、もっと
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いい市政をやっていくと。そういう中で、一番私はこれから重要なのは支

所の役目やと。というのは、支所からそういう形で、こういう会議を作っ

て意見を皆さんから聴取して、どんどんどんどん活発な意見を交わして、

で、その提言をですね、本庁へ持って行くと。それを少しでも市の行政に

活かしていくという形を進めていくことによって、もっともっとこのまち

づくりがいいような形になっていくと。で、その時にこれからも審議会は

こういうメンバーだけやなしに、私思うにやはり、自治会の役員さん、代

表だけでも結構ですね。それとかボランティアの皆さん、民生委員さん、

教育関係の皆さん、それとかちょっとしたある程度の希望の皆さん、集め

てそこでこういう議論をぼんぼんぼんぼんやることによって、私はまちづ

くりというのは進んでいくんやないかということで、できたら支所にお願

いしたいのは、そういう意見が出たと、ですから、支所単位でそういうも

のを進めて行って、それで市長に提言して、まちづくりを進めていくとい

う形をいっぺんできたら提言していかないとなというふうに思います。 

ご意見ありがとうございます。確かにこの審議会は、こちらから議題を

出させていただいて、それに対して地域としてのご意見をいただくという

形で１０年間やってきたんですけど、去年の１１月ぐらいから地域懇談会

というのが開催されるようになりまして、その中に市長が直接参りまして、

地域に、それこそ PTAの代表の方とか、民生児童委員さんの代表の方とか、

芸術文化協会の方とか、消防の関係の方とか、自治会の代表の方とか、８

ぐらいの団体の方が市長に直接、地域の問題について要望していただくと

いう形で、それを持ち帰って各担当部署なり、総合支所と意見をどうやと

いう形で、色々出していただいて、半年後にまたそこで、地域でやりまし

ょうという形のが今年度から始まりまして、色々前回のこういう形でまと

めてもらった書類なんですけど、それぞれの問題について教育の学校のこ

ととかについてでしたら、教育委員会の方とか、それぞれの事業のこと、

色々各本庁の部宛てに、これについての回答をということで、地域連携課

の方から、回してもらってまして、その中で半年後にちょっとでもいい方

向に進むような意見、いつぐらいならできますとかそういうような意見が

一つでも多くでるような形で、また半年先に地域懇談会って形でさせても

らっています。 

それはね、承っとるんですよ。それはちゃんと懇談会もあるってことで、

ちゃんと聞いてますが、私が言うたんは、総合支所でそういう形でして、

もっと意見が出やすい形にして、それも半年に１ぺんやなしに、こういう

ふうでまちづくりっていうのは、もっと年に５、６回こういう協議をして、

どんどんどんどん意見を交わしてそういうふうにして、それを集約して持
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っていって、各支所から出てくるそれを全部まとめていただいて、市の行

政に活かしてもらうとした方のが私はもっと、ですから安濃町は安濃町で、

こういう要望があると、こういう要望をどんどんどんどん出してですね、

やっぱりしてかんことには、何か市政１０周年ですか、これにしていただ

いて、合併して安濃町は正直言ってこれができました、運動場もできまし

た。それから以降安濃町ほとんどのこと何もしてもうておりませんな、市

の方から。美杉とか芸濃とか、何やかそこら辺はかなり今、市の方からも

やってもうてますよ。安濃町最近、市の方からやってもうとることは、か

なり私は少ないように思います。やっぱりこれは、もっともっと支所から

どんどんどんどん皆さんの意見を集約してやってもうた方のが、僕はまち

づくりはもっとええようになってくと思いますよ。支所から、安濃町をま

ず、総合支所が安濃あるわけですから、安濃町でそういう形でどんどんど

んどんやってそうしてく。美杉は美杉もそういふうでやって、どんどんど

んどん競争して、そういうことで活発にもう少しやることによって、私は

発展もあるんやないかというふうに考えます。 

ありがとうございます。今も篠原さん自体がこういうところへ出てきて

人を知った、その人を知ったから色んな意見を聞いた、自分の意見ができ

た。支所へもそういう意見を伝えたい。その支所から市の方へ全体の安濃

町のために動いてくれというのが、大きなもとやったと思います。それ十

分ご理解いただいて、それこそ、今いくつかたくさんの出てきたようなこ

となんかも、ご努力いただければというふうなこと思いますので、よろし

くお願いします。他に、はい、どうぞ。 

私は、全体的な１０年間の審議会委員の審議会の流れというのを、ある

程度自分なりに感触としてつかんできたつもりなんですね。一番最初の頃

に言われてたのは、とにかく新しいまちづくりというのは地元のですね、

色んな意見をですね、活かしてそれと住民の視点と行政の視点で、共同作

業でまちづくりしていこうというのが目的で、この審議会というのがある

んだと、一番最初に市長さんが来られて挨拶をされた時にちょっと記憶が

あるんですけども、それでですね、当然ですけど、合併の目的というのは、

経済的な問題を抱えておってですね、それをより確実なものにして発展し

ていこうという主旨で、合併はなされたと思うんですけどね。実際はそれ

によってやられた大きなこととしましてはですね、行政改革ですね。市役

所もコンパクトにしていこうというのと、それから議会改革です。これも

議会もたくさんいる人をできるだけ、精鋭、少数で議会効率を良くしてい

こうということとですね、それともう一つの柱としては合併をするという

ことで、特にお上から金がもらえると、特例債を利用して、今まで手につ
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けられなかった問題を解決するんだと、こういう大きな考え方が私はあっ

たんじゃないかなと思ってます。それをですね、これ１０年経ってどうな

んだろうかというふうに見た時にですね、まず今までも会議で出ておりま

したその改革の評価ですね、行政の改革をした事業評価、これというのが

以前にも意見が出てましたけど、それ以降どういうふうに進展したのかね、

私としては目に見えてその評価が何かこうはっきりしてきたような記憶が

ないんですよ、印象が。それってどんなんなってるんかなあというふうな

考え方が一つあるんですけどね。もし、それが評価についてその後こうい

うふうに色んな意見を取り入れて変わってきてるんですというのがあれ

ば、一つここで紹介をしていただきたいなというのがありまして。まだ他

にあるんですけど、とりあえずこの一点ちょっと、もしお話していただく

ことがありましたら、言っていただきたいなと思います。 

新市になっての評価、安濃町での評価っていうのを行政がどのようにと

らまえてみえるかということやと思うんですけど。 

たぶん全体的にその事業っていうのは進んどると思うんですね。例えば、

このかがやきプログラムもそうでしょうから。これはもうあちこちでやっ

てるわけで、それのその評価がね、それぞれの地域で評価をしてると思う

んですけど。まあそれが一つの例ですけど、あの時に本当にこれ審議をし

てくれと言われて、それについて審議をした後にどうしても残るのが何か

その評価方法って、こないだもちょっと下の方に一番下に書いてもらって

あったんですけど、今一つピリッとしないなあと。本当にこれしてやった

んって良かったのか悪かったのか、もうちょっとこの目にとまりやすいと

言いますか、わかりやすいね、評価の方法というか、私の今の質問の主旨

はそういう主旨なんですけど。だからその安濃町でのそういうかがやきプ

ログラムの評価っていうのは、どういうふうにとらまえてもうてるのか、

別によそとは関係なしに、安濃町独自としてこんなやり方をしてますって

いうことでも通用するんではないかと思うんですけど。 

事業の評価ということで、一つ思いあたることが、例えば今まで合併前

からやってきた事業を、合併後も継続していくつかかがやきプログラムの

中でやらさせていただいた中で、合併して例えばスポレクとかでも、芸濃

さんと美里さんと安濃の中で合同でやるということで、それぞれの地域の

親睦を今まででしたら安濃の中だけでやっていたものを、芸濃とその３地

域でやることによって親睦をはかりながら、例えば今から来週もやるんで

す。グラウンドゴルフについても、それぞれの地域で集めて実際の人数よ

りも、こないだも担当が説明させてもらったように、希望者がだいぶ多い

ということで、増やさせてもらって、そういうのやっぱり今までも各老人
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会とかそういう中での交流はあったようなんですけども、そのかがやきプ

ログラム事業の中でするにあたっては、北部の中で、一緒に予算も一つに

やりましょうというようなことは出てきたというのが、ぱっと目に見えて

わかるというのはそれなんですけれども、安濃全体で目に見えてる、特に

大きな建物が建ったりとか、そういうのは確かに安濃ではないですし、例

えば美杉さんももうすぐ名松線も全線復旧しますし、それは色んなサオリ

ーナにしてもそれこそ特例債の中から、やっている大きな事業ですもんで、

箱ものについてはぱっと目に見えるような事業なんで、あれですけども、

安濃町の中でって例えばスポーツ施設を指定管理者を導入っていうのも、

合併後の話にしたことなんですけども、それもやっぱり今までの安濃の中

ではそこまで、できてなかったことで、っていうのがあるんですけども。 

今のお話の中で、わかる部分もあるんですけど、その地域の交流の輪を

ですね、広くしていくっていうのは、それはもう重要なことだと思うんで

す。ただ何年か同じような事業をこう繰り返してる中で、例えば確実に参

加率が上がってきとるとかですね、そういうような評価がいまいちはっき

りと見えてないんじゃないかと思うんですよ。何となく横並び、あるいは

少し参加者が運動会でも参加者が減ってきとるとかですね、そういう課題

は確かに出てきとると思うんです。課題に対してその事業はやめるとか、

その事業にかわるこういうものをやろうとか、そういうことが出てくる評

価っていうのがされてないんじゃないかと思いますわ。アナログ的な感じ

でのにぎやかさというのが、こう盛り上がってきとるという、そういうこ

とは必要なんですけど、人間が参加したりすることですので、必ずしもそ

ろばんで弾いたような結果にならなくてもそれはいいと思うんですけど、

ただそのいつも代わり映えのないのがずっとこう続いてるような感じがし

ますので、これに目新しいの、これもうこれで審議会が終わりますので、

これからはこういう会もなくなって懇談会になると思うんですけど、その

懇談会がこの審議会でもさらにこう一歩、住民の意見がどんどんと出るよ

うな、そういう懇談会になってほしいと希望しておりますけども、そのた

めには、行政さんの方から本当に的確なこの情報っていうんですかね、雰

囲気をどんどんと盛り上げるような情報、これをぜひやっていただきたい

んです。その基になるのが事業評価じゃなかろうかと思います。だからそ

れについて、これは私の意見ですけど、もう一回よくそこら辺を見つめ直

していただきたいなというふうに思いますね。それとですね、今も出てき

ましたけど、合併で色んな物ができました。それに対してハードでは、今

までの安濃町でできないような大きなことができてます。で、問題はそれ

に対して市民にそれを利用してですね、質的とか量的なサービスはどのよ
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うに向上していくかと、これが大事なことでありまして、物だけ造って稼

働率が悪いということではいけませんし、そのために色んな人がかかって、

その人件費がかかって、サービス面が経済的な負担が増えたというような

ことでもだめだと思うんですね。だから今までの色んな話聞いてますと、

やはりソフト面の改革っていうのはね、もう一つやっていただきたいなと

思います。ハードは結構出来上がってますね。最後ですけども、私も農業

やってますのでね、先ほど来から中山間地域の農業についての色んなご意

見を拝聴しとったんですけど、これって農業やってる人には、個人的な思

いっていうのが十人十色だと思うんですけど、ただ一律にこの大きな農地

にしてもらって、これでみんな喜んでるかと思うとそうじゃないわけです

よね。やはり大きくすればそれだけに機械力を入れやなあかんとかいうこ

とで、そこで農業に対する熱意っていうのがかわってくるわけなんですよ。

だから、基本は自分で耕して食物を作る、家庭菜園じゃないんですけど、

そういうふうな思いを持ってる、農業やってる人は、私はたくさんみえる

と思います。それは農業やめてとかですね、そんな話はちょっと極端です

ので、やはりこの地域は地盤産業としては農業だというあたりで、何も米

にこだわる必要はないんですけど、今農水省の関係で色々と農地の衰退と

いうのをとどめるための施策にですね、事業をやっておられまして、我々

も参加しとるんですけど、ああいうのが今までなかったですよね。だから

ああいうふうなのはやはり、ここに住んでおられる、農業なら農業に従事

されてる方の参加意識が高まって、今まではただ作るだけに注視してた、

例えば農協さんの奉公みたいな形で米を作ってたと、極端に言えば。ちょ

っと語弊がありますけど、そんな考えを持ってる人もたくさんいたわけで

すよ。そうじゃなくてやはりこの安濃町なり津市なり、その食糧需給って

いうんですかね、そういうものに対して自分たちが積極的に関わっている

という、そういうふうなポジティブな考え方をですね、持っておる人が少

しずつ増えてきてるんですよ、実は。だからそういうふうなのを、もっと

どんどんとそういうムードは高めていくというふうな手段がね、ぜひとも

ほしいなと思ってます。以上です。 

ありがとうございました。ご質問及びご要望もいくつかあったように思

いますので、受け止めていただきたいと思います。支所の方、何かありま

すか。よろしいですか。 

先ほどのことに関してですか。 

他にいかがでしょう。はい、どうぞ。 

企業側の意見としてまちづくりの方法論ですけども、１０年ぐらい前に

安濃町の工業団地とサイエンスの工業団地でタイアップして、安濃町のサ



18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石見議長 

 

 

 

篠原委員 

ービスエリアのところからスマートインター、要はそこへ出れるところを

作れば、あの辺あたりがサイエンスも行きやすくなる。安濃の工業団地も

交通網が栄えると、そこへだいたい色んなものが発展するわけですよね。

そういうの要望したことがありまして、色々あってやっぱり却下はされま

したけども、そういう方向で安濃総合支所さんの方も動いていただければ

なあとは思ってまして、亀山がいい例なんですけども、ああいうの造ると

やっぱり結構車の出入りが結構ありまして、その辺の近辺に店というかね、

そういうのができたり、こちら安濃町で言うとあの近辺で言うとみかん園

とか、病院も三重病院でしたっけ。色んな今やってますよね。ああいうと

ころがどんどんどんどん行きやすくなると、そこへどんどん、そこら辺が

近辺が栄えるんじゃないかというふうな発展の仕方もあるんじゃないかと

思ってまして、交通網が良くなるとだいたい住宅が建つんですね。住宅が

建つとだいたい新しい住宅に絶対若い人ら行くんですよ。だいたい３０年

と言われて、明合団地も何十年かちょっとわからないですけども、３０年

ぐらい経つともう高齢化しちゃって、新しい団地へどんどん若い子ら行く

んですよね。今、それ言うと夢が丘ですね。あそこはもうものすごい若い

ですよ。こちら安濃町で言うと、どこやったっけな、ちょっと忘れました

けど。古い団地はやっぱり高齢化してて、安濃町の新しい団地っていうの

はないんですよね、大きな団地っていうのが。ということは、そこは全体

に高齢化しちゃって若い人らに聞くと、高齢化してるところへ入るのは拒

絶するんですね。それはやっぱり昔みたいな話じゃないですけど、隣関係

っていうのが、あんまり今の若い子らはあんまり好きじゃなくって、若い

人らが集まるところへ行ってしまう、そういうふうな日本人の考え方かど

うかわからないですけども、というところがまちづくりになるのか、人口

を減らさない方法論だとは思ってますけども。さっきおっしゃられたよう

に大震災のあと海側っていうのはものすごくね、住宅っていうのはものす

ごく地価が下がってますよね。こっち近辺っていうか、山側が結構安心さ

れてていいと思うんですが、何でここが発展しないかっていうと、新しい

団地がない、と交通網ですよね。そこら辺を何か整備されるような動きを

かければ、もう少し何とかなるんじゃないかなあって思いますけどもねえ。

とはいう気がします。以上です。 

ありがとうございました。サイエンスシティとかの関わりなんかも含め

ながら、安濃町としての住宅の価値も考えいただきたいということになろ

うかと思います。他どうでしょう。最後になると思います、この会が。ど

うぞ、今のうちにこうご意見ありましたら。はい、どうぞ。 

安濃町の運動場って言いますか、体育館付近、結局市のサオリーナがで
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きた時にはですね、また私が心配しとんのは、だんだん廃退していくんや

なかろうか、あちら行って。あんだけのいい公園もできて、ああいう施設

もあるもんで、もっとあれを安濃町としては PR をしていただいて、もっ

といいもの、人が来るようにした方のが、私はサオリーナができたらかな

り廃退してくんと違うかなと思うんですね。できたら、安濃公園か経ヶ峰

ですか、こちらの方のどちらかの関係ですね、アスレチック、こういうよ

うなものをですね、安濃町としては造っていただくということを要望して

いただいて、あれもう少しあそこの運動場、安濃公園、体育館含めて活性

化を図っていただいた方のがいいんやないかというのが、芸濃でも今回ま

たできましたね、あれ。庁舎の横に。ああいうふうで何やか、美杉も何や

かやっておられるし、結構そういうもんができてきとるんです。安濃町何

か一つも僕は最近できてきてない、ですから、これから安濃町をそういう

ことで、また人が来ていただく、また素晴らしい公園をどんどんどんどん

活性化していくには、僕はアスレチックか何かの物をぼんと造って、と、

また人がたくさん来ると思うんです。ぜひともそういう関係は、いっぺん

進めていただいた方のがいいんやないかなと。安濃町にだいぶ市の方から

金もらってませんから。いっぺんそういうふうにしていただいて、やって

いただいたらいいんじゃないかなと思います。 

特に体育館周辺のスポーツ施設の活用ということで、あれかと思います

けども。前の大きな広場は、しょっちゅうよその人たちがようけ遊びに来

てみえますけどなあ。あんだけ広いのびのびしたところあんまりないもん

で、結構喜んであれしてもらう。 

ですけど、いいんですけども、中勢北部サイエンスシティの方の公園は

他に何やか施設がかなりあるんです。ですからかなり行っとる。僕が感じ

るのは、あそこの公園でアスレチックとか何かもう少し物を造ることによ

って、もっと活用ができるし、人が来てくれる、ぜひともいっぺん安濃町

の支所の方でそこら辺はいっぺん考えていただいて、要望出していただい

て、安濃町にお金もらってください。 

他にいかがでしょう。よろしいですか。よろしい？こういう機会ないと

思いますけども、よろしいですか。色々なご意見賜りまして、それからま

た行政の方にも色んな要望なんかも出していただきました。これで、新市

になって１０年、次のまた１０年進んでいくわけですけども、いずれにし

ても、私たちが生活すんのは、安濃町というところで生活させてもらうわ

けですので、この安濃町が色んな意味で発展していくことを皆さん願って

みえると思います。そういうふうな意味で、今後各それぞれの皆さんの部

署で、地域とか職業とかグループとかいうところで、この安濃町の良さを
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石見議長 

どうぞ PR していただいたりしながら、安濃町での素晴らしさを確認しな

がら、いいまちになってってくれればというようなこと思います。約１時

間あまり色んなご意見を賜りました。最後になりますけども、今後また私

たちにこの安濃町が色んな意味で、かつて明合古墳から始まった歴史のよ

うに、それから長谷山や経ヶ峰のような自然のように、安濃川や穴倉川の

自然の中に、安濃町の田園地帯のように幅広いところで、幅広い産業で幅

広い生活ができるようにと、それがますます発展していくことを祈念しま

して、今日の会を閉じさせてもらいたいと思います。どうも本日はありが

とうございました。支所長さん、最後。 

本当に皆さん、長いことありがとうございました。また、石見会長さん

や小林副会長さん、色々と役割をお願いして、本当にありがとうございま

した。また今後もですね、何かありましたらまた言っていただいて、でき

るだけ今日のご意見を参考にさせていただいて、頑張ってまいりたいと思

いますので、どうぞ皆様よろしくお願いいたします。 

事務局の方から。合併１０年審議会の感想ということで、ご提出の方お

願いしとるわけですが、まだ提出されていない方おみえと思いますので、

またよろしくお願いしたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


